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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の透過部および複数の鏡部を備えた液晶パネルと、前記液晶パネルに照射光を入射
させる光源と、複数の透過部および前記複数の鏡部を制御する制御部と、を有する液晶表
示装置において、
　前記複数の透過部の各々は、スイッチング素子を介してゲート線に接続され、前記照射
光を出射させることが可能な画像表示状態と、前記照射光を出射させない黒表示状態と、
に切換可能であり、
　前記複数の鏡部の各々は、前記ゲート線に平行に延びている電極配線に前記スイッチン
グ素子を介することなく直接接続され、表面が平坦な反射部材を備え、入射した外光を前
記反射部材によって反射させた反射光を出射させることが可能な鏡状態と、前記反射光を
出射させない非鏡状態と、に前記透過部とは独立に切換可能であり、
　前記鏡部の数は、前記透過部の数よりも少なく、個々の前記鏡部の面積は個々の前記透
過部の面積の２倍以上であり、かつ、前記電極配線の本数は、前記ゲート線の本数よりも
少なく、
　前記制御部は、前記各透過部を前記画像表示状態と前記黒表示状態とのいずれか一方に
するとともに、前記各鏡部を前記鏡状態と前記非鏡状態とのいずれか一方にすることを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記透過部はノーマリブラック動作で、前記鏡部はノーマリホワイト動作である、請求
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項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記制御部は、モード切換信号にしたがい、前記鏡部を前記非鏡状態とするとともに前
記透過部を画像表示状態とすることにより画面を表示モードにし、前記鏡部を前記鏡状態
とするとともに前記透過部を前記黒表示状態とすることにより画面を鏡モードにする、請
求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、画面の第１の領域を前記表示モードとし、画面の前記第１の領域とは異
なる第２の領域を前記鏡モードとすることが可能である、請求項３に記載の液晶表示装置
。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の液晶表示装置と、該液晶表示装置の制御部にモード切換信号
を入力するための入力部と、を有し、前記モード切換信号が前記入力部を介して前記制御
部に入力される電子機器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反透過型液晶表示装置およびこれを備えた電子機器、ならびに半透過型液晶
表示装置の制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置の１つに半透過型液晶表示装置があり、さらに半透過型液晶表示装置には
、画面に画像を表示する表示モードと、画面を鏡状態にする鏡モードとに切換可能なもの
がある。このような液晶表示装置は、実用性に優れ、かつ装飾性にも優れる。
【０００３】
　また、液晶表示装置の表示方式には、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方式、
ＥＣＢ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃ
ｅ）方式、ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａ
ｎｅ　Ｓｅｉｔｃｈｉｎｇ）方式などがある。
【０００４】
　特許文献１には、ＴＮ方式の半透過型液晶表示装置と、ＥＣＢ方式の半透過型液晶表示
装置と、が記載されている。
【０００５】
　図３３および図３４を参照して、特許文献１に記載されたＴＮ方式の液晶表示装置につ
いて説明する。図３３および図３４はこの液晶表示装置の厚さ方向の断面を示した概略構
成図である。
【０００６】
　まず、図３３を参照してこの液晶表示装置の構成について説明する。この液晶表示装置
は、画像を表示する液晶パネル９２０と、液晶パネル９２０の下面に光を照射する光源で
あるバックライト９７０と、を有している。この液晶表示装置では、ユーザは液晶パネル
９２０の上側から液晶パネル９２０を画面として観察することができる。
【０００７】
　液晶パネル９２０は、互いに対向して配置された上基板９３０および下基板９５０を有
している。上基板９３０の上面には偏光板９１０が設けられ、下基板９５０の下面には偏
光板９６０が設けられている。
【０００８】
　上基板９３０の下面には、保護膜９４１ｂに覆われた着色層９４１ａが設けられ、さら
に保護膜９４１ｂの下面には共通電極９４２が設けられている。また、下基板９５０の上
面には、開口部９４９が連続的に並べて形成された反射板９４５が設けられている。反射
板９４５の上面および開口部９４９内には、電極９４４が設けられている。
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【０００９】
　上基板９３０と下基板９５０との間には、液晶が充填された液晶層９４３が設けられて
いる。液晶層９４３は、共通電極９４２と電極９４４との間に電圧が印加されていないと
きは、液晶分子が基板９３０，９５０間で９０度連続的にねじれたツイスト配向しており
、液晶層９４３を透過する直線偏光の偏光方向を９０度回転させる。また、液晶層９４３
は、共通電極９４２と電極９４４との間に十分な電圧が印加された状態では、基板９３０
，９５０に対して垂直に液晶分子が配向しており、液晶層９４３を透過する直線偏光の偏
光状態を変化させない。ここで、共通電極９４２と電極９４４との間に電圧が印加されて
いない状態を「電圧無印加状態」と呼び、共通電極９４２と電極９４４との間に十分な電
圧が印加された状態を「電圧印加状態」と呼ぶこととする。
【００１０】
　着色層９４１ａは、開口部９４９に対向する位置に配置されている。着色層９４１ａは
、バックライト９７０から照射された光を下から上に透過させることにより赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）のいずれか一色に着色する層である。
【００１１】
　したがって、表示モードにおいてバックライト９７０から照射された光が、開口部９４
９を通過すると、着色層９４１ａを透過することにより着色される。これにより、この液
晶表示装置では、液晶パネル９２０の上側に着色された光を出射させることができるため
、画面にカラー画像を表示することができる。
【００１２】
　一方、この液晶表示装置では、鏡モードにおいて、偏光板９１０の上側から入射する外
光を反射板９４５によって反射させた反射光を、偏光板９１０から上側に出射する。これ
により、鏡モードでは、液晶パネル９２０が上側から鏡のように見える。なお、偏光板９
１０に入射する外光は、反射板９４５に反射されて偏光板９１０から出射される過程にお
いて着色層９４１ａを透過しないため、反射光は着色されることなく出射される。
【００１３】
　次に、図３４を参照して、このＴＮ方式の液晶表示装置の動作について説明する。偏光
板９１０と偏光板９６０とは、その偏光透過軸が互いに直交するように配置されている。
すなわち、偏光板９１０は、図中に丸で囲んだ矢印で示した紙面に平行な方向の偏光透過
軸を有し、偏光板９６０は、図中に丸で囲んだ×印で示した紙面に垂直な方向の偏光透過
軸を有している。
【００１４】
　この液晶表示装置の電圧無印加状態において、バックライト９７０から照射された光の
軌道を矢印８０１に示し、偏光板９１０に上側から入射した外光の軌道を矢印８０２に示
す。このように、バックライト９７０から照射された光は偏光板９１０を透過し、偏光板
９１０に上側から入射して反射板９４５に反射された外光も偏光板９１０を透過する。
【００１５】
　また、この液晶表示装置の電圧印加状態において、バックライト９７０から照射された
光の軌道を矢印８０４に示し、偏光板９１０に上側から入射した外光の軌道を矢印８０３
に示す。このように、バックライト９７０から照射された光は偏光板９１０を透過せずに
偏光板９１０に吸収され、偏光板９１０に上側から入射して反射板９４５に反射された外
光は偏光板９１０を透過する。
【００１６】
　この液晶表示装置では、電圧無印加状態にすることによって、バックライト９７０から
照射された光が上側に透過されるため、画面に画像を表示できる表示モードにすることが
可能である。また、この液晶表示装置では、電圧印加状態にすることによって、反射板９
４５に反射された外光が上側に透過され、一方バックライト９７０から照射された光は上
側に透過されないため、画面を鏡として使用することができる鏡モードにすることが可能
である。
【００１７】
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　次に、図３５および図３６を参照して、特許文献１に記載されたＥＣＢ方式の液晶表示
装置について説明する。図３５および図３６はこの液晶表示装置の概略構成図である。
【００１８】
　まず、図３５を参照してこの液晶表示装置の構成について説明する。この液晶表示装置
は、液晶パネル９２０ａに第１のλ／４板９１８、第２のλ／４板９１９および絶縁層９
９０が設けられている点と、液晶分子は基板９３０，９５０間で０度から９０度の範囲で
設定した値で連続的にねじれたツイスト配向している点以外は、図３３および図３４に示
したＴＮ方式の液晶表示装置と同様に構成されている。図３５および図３６には、図３２
および図３３と共通する構成要素については同一の符号を付している。
【００１９】
　λ／４板９１８は上基板９３０と偏光板９１０との間に設けられ、λ／４板９１９は下
基板９５０と偏光板９６０との間に設けられている。また、反射板９４９の反射面を液晶
層９４３の厚さ方向の中央に配置させるために、下基板９５０と反射板９４５との間に絶
縁層９９０が設けられている。λ／４板９１８およびλ／４板９１９は直線偏光を円偏光
に変換し、円偏光を直線偏光に変換する波長板である。
【００２０】
　次に、図３６を参照して、このＥＣＢ方式の液晶表示装置の動作について説明する。
【００２１】
　この液晶表示装置の電圧無印加状態において、バックライト９７０から照射された光の
軌道を矢印８０５に示し、偏光板９１０に上側から入射した外光の軌道を矢印８０６に示
す。このように、バックライト９７０から照射された光は偏光板９１０を透過し、偏光板
９１０に上側から入射して反射板９４５に反射された外光も偏光板９１０を透過する。
【００２２】
　また、この液晶表示装置の電圧印加状態において、バックライト９７０から照射された
光の軌道を矢印８０８に示し、偏光板９１０に上側から入射した外光の軌道を矢印８０７
に示す。このように、バックライト９７０から照射された光は偏光板９１０を透過せずに
偏光板９１０に吸収され、偏光板９１０に上側から入射して反射板９４５に反射された外
光も偏光板９１０を透過せずに偏光板９１０に吸収される。
【００２３】
　この液晶表示装置では、電圧無印加状態にすることによって、バックライト９７０から
照射された光が液晶パネル９２０ａの上側に透過されるため、画面に画像を表示できる表
示モードにすることが可能である。また、この液晶表示装置では、電圧無印加状態にし、
かつバックライト８０５を消灯することによって、反射板９４５に反射された反射光のみ
が液晶パネル９２０ａの上側に出射されるため、画面を鏡として使用することができる鏡
モードにすることが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２４】
【特許文献１】特開２００４－１７０７９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
　図３３および図３４に示したＴＮ方式の液晶表示装置では、たとえば、表示モードで白
地に黒文字を表示する場合に、黒文字を表示する画素では電圧印加状態にし、バックライ
ト９７０から照射された光を液晶パネル９２０の上側に出射しないようにする。しかし、
電圧印加状態では、反射板９４５に反射された反射光も液晶パネル９２０の上側に出射さ
れる。したがって、晴れた日の屋外などの明るい場所では、ユーザからは黒文字を表示す
る画素が反射板９４５からの反射光によって明るく観察されるため、白地に対する黒文字
のコントラストが低下して見える。そのため、この液晶表示装置では、明るい場所におい
て視認性が低下する。
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【００２６】
　図３５および図３６に示したＥＣＢ方式の液晶表示装置では、電圧印加状態では、バッ
クライト９７０からの照射光も反射板９４５からの反射光も液晶パネル９２０ａの上側に
出射させないため、上記のような視認性の低下は生じない。しかし、この液晶表示装置の
表示モードでは、反射板９４５からの反射光も液晶パネル９２０ａの上側に出射され、カ
ラー表示する場合に、バックライト９７０からの着色された照射光に着色されていない反
射光が混ざる。そのため、この液晶表示装置では、画像をカラー表示する際の彩度が低下
する。
【００２７】
　そこで、本発明は、表示モードと鏡モードとに切換可能であり、かつ表示モードにおい
て良好な画質を確保できる液晶表示装置およびこれを備えた電子機器、ならびに液晶表示
装置の制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２８】

　上記目的を達成するため、本発明の液晶表示装置は、複数の透過部および複数の鏡部を
備えた液晶パネルと、前記液晶パネルに照射光を入射させる光源と、前記複数の透過部お
よび前記複数の鏡部を制御する制御部と、を有する液晶表示装置において、前記複数の透
過部の各々は、スイッチング素子を介してゲート線に接続され、前記照射光を出射させる
ことが可能な画像表示状態と、前記照射光を出射させない黒表示状態と、に切換可能であ
り、前記複数の鏡部の各々は、前記ゲート線に平行に延びている電極配線に前記スイッチ
ング素子を介することなく直接接続され、表面が平坦な反射部材を備え、入射した外光を
前記反射部材によって反射させた反射光を出射させることが可能な鏡状態と、前記反射光
を出射させない非鏡状態と、に前記透過部とは独立に切換可能であり、前記鏡部の数は、
前記透過部の数よりも少なく、個々の前記鏡部の面積は個々の前記透過部の面積の２倍以
上であり、かつ、前記電極配線の本数は、前記ゲート線の本数よりも少なく、前記制御部
は、前記各透過部を前記画像表示状態と前記黒表示状態とのいずれか一方にするとともに
、前記各鏡部が前記鏡状態と前記非鏡状態とのいずれか一方にすることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、表示モードと鏡モードとに切換可能であり、かつ表示モードにおいて
良好な画質を確保できる液晶表示装置およびこれを備えた電子機器、ならびに液晶表示装
置の制御装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図３】図１に示した液晶表示装置における光の軌道を示した概略図である。
【図４】図１に示した液晶表示装置の画面モードを例示した図である。
【図５】図１に示した液晶表示装置の画面制御機能を示したブロック図である。
【図６】図１に示した液晶表示装置における画面制御を示した図である。
【図７】図１に示した液晶表示装置における画面制御を示した図である。
【図８】図１に示した液晶表示装置における画面制御を示した図である。
【図９】図１に示した液晶表示装置に入力する電圧の波形を示した図である。
【図１０】図１に示した液晶表示装置を適用可能な電子機器の斜視図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置に入力する電圧の波形を示した図
である。
【図１２】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の画面制御機能を示したブロック
図である。
【図１３】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置における画面制御を示した図であ
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る。
【図１４】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図１５】図１４に示した液晶表示装置のＢ－Ｂ’線に沿った断面図である。
【図１６】図１４に示した液晶表示装置における画面制御を示した図である。
【図１７】本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１８】図１７に示した液晶表示装置における光の軌道を示した概略図である。
【図１９】本発明の第６の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図２０】本発明の第７の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図２１】図２０に示した液晶表示装置のＣ－Ｃ’線に沿った断面図である。
【図２２】本発明の第８の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図２３】図２２に示した液晶表示装置に入力する電圧の波形を示した図である。
【図２４】図２２に示した液晶表示装置の画面制御機能を示したブロック図である。
【図２５】図２２に示した液晶表示装置における画面制御を示した図である。
【図２６】図２２に示した液晶表示装置のおける画面制御の変形例を示した図である。
【図２７】本発明の第９の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図２８】本発明の第１０の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図２９】本発明の第１０の実施形態の変形例に係る液晶表示装置の回路の概略構成図で
ある。
【図３０】本発明の第１１の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。
【図３１】図３０に示した液晶表示装置のＤ－Ｄ’線に沿った断面図である。
【図３２】図３０に示した液晶表示装置に入力する電圧の波形を示した図である。
【図３３】一般的な透過型液晶表示装置の断面図である。
【図３４】図３３に示した液晶表示装置における光の軌道を示した概略図である。
【図３５】一般的な透過型液晶表示装置の断面図である。
【図３６】図３５に示した液晶表示装置における光の軌道を示した概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　次に、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。この
液晶表示装置は、バックライトから照射された光を透過させる透過部である透過サブピク
セル２５４と外光を反射させて鏡状態になる鏡部である鏡サブピクセル２５５との２種類
のサブピクセルを有している。この液晶表示装置では、複数の透過サブピクセル２５４お
よび複数の鏡サブピクセル２５５によって１つの画素が構成されている。
【００３２】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に詳述するように、各透過サブピクセル２５４
および各鏡サブピクセル２５５を独立に制御することができるという特徴を有している。
これにより、この液晶表示装置は、１つの画面に表示モードと鏡モードとを混在させる画
面モードを実現することができる。
【００３３】
　本実施形態では、各透過サブピクセル２５４および各鏡サブピクセル２５５をアクティ
ブマトリクス方式にて独立に制御する。アクティブマトリクス方式とは、各サブピクセル
に設けられた薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）
等のスイッチング素子を用いて各サブピクセルの駆動制御を行う方式である。
【００３４】
　透過サブピクセル２５４および鏡サブピクセル２５５はそれぞれ横方向に一列に並んだ
行を複数形成するように配置され、透過サブピクセル２５４の行と鏡サブピクセル２５５
の行とが交互に配置されている。したがって、この液晶表示装置のサブピクセルを、横方
向の行としてではなく縦方向の列として見ると、透過サブピクセル２５４と鏡サブピクセ
ル２５５とが交互に並んでいる。
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【００３５】
　各透過サブピクセル２５４には透過サブピクセル電極２１１が設けられ、各鏡サブピク
セル２５５には鏡サブピクセル電極２１２が設けられている。
【００３６】
　この液晶表示装置には各サブピクセルの列に沿って縦方向に延びた信号線であるドレイ
ン線２５２が設けられている。ここで、ｎ列目のサブピクセルに対応するドレイン線２５
２をＤｎとする。すなわち、図１中の左から１列目、２列目、３列目および４列目のサブ
ピクセルに対応するドレイン線２５２は、それぞれＤ１、Ｄ２、Ｄ３およびＤ４である。
【００３７】
　また、この液晶表示装置には各サブピクセルの行に沿って横方向に延びた走査線である
ゲート線２５３が設けられている。ここで、ｎ行目のサブピクセルに対応するゲート線２
５３をＧｎとする。すなわち、図１中の上から１行目、２行目、３行目および４行目のサ
ブピクセルに対応するゲート線２５３は、それぞれＧ１、Ｇ２、Ｇ３およびＧ４である。
【００３８】
　各透過サブピクセル２５４および鏡サブピクセル２５５には、ドレイン線２５２とゲー
ト線２５３との交点近傍に個別にＴＦＴ２５１が設けられ、ＴＦＴ２５１はそれぞれ各サ
ブピクセルに設けられたサブピクセル電極２１１，２１２に接続されている。また、ＴＦ
Ｔ２５１は各サブピクセル２５４，２５５に対応するドレイン線２５２およびゲート線２
５３に接続されている。各ＴＦＴ２５１は、接続されているゲート線２５３に付与される
信号により制御される。
【００３９】
　これにより、各サブピクセル２５４，２５５は、対応するドレイン線２５２およびゲー
ト線２５３を介してアクティブマトリクス方式にて制御されることが可能になっている。
すなわち、たとえば図１中に最も左上に示した透過サブピクセル２５４はドレイン線Ｄ１
およびゲート線Ｇ１を介して制御され、その一つ下に示した鏡サブピクセル２５５はドレ
イン線Ｄ１およびゲート線Ｇ２を介して制御される。
【００４０】
　図２は、図１に示した液晶表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。すなわち、図
２はこの液晶表示装置の図１の１列目のサブピクセルを示している。なお、図２にはゲー
ト線２５３を省略して示している。この液晶表示装置は、画像を表示する液晶パネル２０
０と、液晶パネル２００に図中の下側から光を照射する光源であるバックライト２１３と
、を有している。ここで、液晶パネル２００の上面を表面とし、液晶パネル２００の下面
を裏面とする。この液晶表示装置では、ユーザは液晶パネル２００の表面側から液晶パネ
ル２００を画面として観察することができる。
【００４１】
　液晶パネル２００は、互いに対向して配置された上基板２０３および下基板２０７を有
している。上基板２０３の上面にはλ／４板２０２が設けられ、さらにλ／４板２０２の
上面には偏光板２０１が設けられている。同様に、下基板２０７の下面にはλ／４板２０
８が設けられ、さらにλ／４板２０８の下面には偏光板２０９が設けられている。
【００４２】
　上基板２０３の下面には、保護膜２０４に覆われた着色層２１０が設けられ、さらに保
護膜２０４の下面には共通電極２０５が設けられている。また、下基板２０７の上面には
、透過サブピクセル電極２１１と鏡サブピクセル電極２１２とが交互に配置されている。
鏡サブピクセル電極２１２は、高反射率の材料によって上面が平坦になるように形成され
ており、電極としての機能のみならず上方から入射した外光を反射させる反射部材として
の機能も有する。
【００４３】
　また、上基板２０３と下基板２０７との間には、それぞれの基板面に対し垂直方向に配
向した液晶が充填された液晶層２０６が設けられている。各サブピクセル電極２１１，２
１２と共通電極２０５との間には、個別に電圧を印加することができ、これにより液晶層
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２０６には各サブピクセル２５４，２５５ごとに異なる電圧を印加することが可能である
。
【００４４】
　この液晶表示装置の表示方式は、ＶＡ方式であり、液晶層２０６は、サブピクセル電極
２１１，２１２と共通電極２０５との間に電圧が印加されていない電圧無印加状態では、
液晶分子が基板２０３，２０７に垂直な方向に配向しており、厚さ方向に透過する光に位
相差を与えない。一方、液晶層２０６は、共通電極２０５とサブピクセル電極２１１，２
１２との間に所定の電圧が印加されている電圧印加状態では、液晶分子の配向方向は基板
２０３，２０７に垂直な方向から傾いており、厚さ方向に透過する光に所定の位相差を与
える。
【００４５】
　着色層２１０は、透過サブピクセル電極２１１に対向する位置に配置されている。その
ため透過サブピクセル電極２１１を透過し、着色層２１０を透過する光は、着色層２１０
に応じた色に着色される。透過サブピクセル２５４には、赤色を表示するものと、緑色を
表示するものと、青色を表示するものとがあり、各透過サブピクセル２５４の着色層２１
０には表示する色に対応したものが用いられている。
【００４６】
　図１において、赤色を表示する透過サブピクセル２５４には「Ｒ」と表示し、緑色を表
示する透過サブピクセル２５４には「Ｇ」と表示し、青色を表示する透過サブピクセル２
５４には「Ｂ」と表示している。図１に示すように、透過サブピクセル２５４の表示する
色は、１列目が赤色、２列目が緑色、３列目が青色であり、４列目以降も赤色、緑色、青
色の順に並べられている。なお、図１中において、鏡サブピクセル２５５にはすべて「Ｍ
」と表示している。
【００４７】
　この液晶表示装置では、図１中に破線で囲んで示している６つのサブピクセルによって
１つの画素が構成されている。すなわち、１つの画素の中には、各１つの赤色、青色およ
び緑色を表示する透過サブピクセル２５４と、３つの鏡サブピクセル２５５と、が含まれ
ている。
【００４８】
　図３（ａ）はこの液晶表示装置の表示モードにおける光の軌道を示した図である。偏光
板２０１と偏光板２０９とは、その偏光透過軸が互いに直交するように配置されている。
すなわち、偏光板２０１は、図中に丸で囲んだ矢印で示した紙面に平行な方向の偏光透過
軸を有し、偏光板２０９は、図中に丸で囲んだ×印で示した紙面に垂直な方向の偏光透過
軸を有している。
【００４９】
　表示モードの透過サブピクセル２５４において液晶層２０６に印加する電圧の絶対値は
、透過サブピクセル２５４が電圧無印加状態になる電圧値以上、すなわち０Ｖ以上、光が
最大出射される状態になる電圧値以下にする。また、表示モードの鏡サブピクセル２５４
では、液晶層２０６に電圧を印加せずに、電圧無印加状態にする。
【００５０】
　図３（ａ）では、一例として、透過サブピクセル２５４が電圧印加状態であるところを
示している。この液晶表示装置の表示モードでの電圧印加状態における共通電極２０５と
透過サブピクセル電極２１１との間の印加電圧は、液晶層２０６を透過する光に付与され
る位相差がλ／２になるように設定している。
【００５１】
　この液晶表示装置の表示モードにおいて、電圧印加状態の透過サブピクセル２５４にバ
ックライト２１３から照射された光の軌道を矢印２２２に示し、電圧無印加状態の鏡サブ
ピクセル２５５に入射した外光の軌道を矢印２２３に示す。このように、電圧印加状態の
透過サブピクセル２５４にバックライト２１３から照射された光は偏光板２０１を透過し
、電圧無印加状態の鏡サブピクセル２５５に入射して鏡サブピクセル電極２１２に反射さ
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れた外光は偏光板２０１を透過しない。
【００５２】
　したがって、この液晶表示装置の表示モードでは、透過サブピクセル２５４が、透過サ
ブピクセル２５４に入射した照射光を液晶パネル２００の表面から出射させることができ
る画像表示状態になり、鏡サブピクセル２５４が、鏡サブピクセル電極２１２に反射され
た外光を液晶パネル２００の表面から出射させない非鏡状態になる。
【００５３】
　以上のように、この液晶表示装置の表示モードでは、透過サブピクセル２５４を画像表
示状態にし、鏡サブピクセル２５５を非鏡状態にすることにより、液晶パネル２００の表
面からは透過サブピクセル２５４の透過光のみが出射され、鏡サブピクセル２５５の反射
光は出射されない。そのため、この液晶表示装置は、明るい環境で使用される場合にも、
表示モードにおいて、鏡サブピクセル２５５の反射光による画像のコントラストの低下が
発生しないため画像の高い視認性を確保することができる。
【００５４】
　図３（ｂ）はこの液晶表示装置の鏡モードにおける光の軌道を示した図である。この液
晶表示装置の鏡モードの透過サブピクセル２５４では、液晶層２０６に電圧を印加せずに
電圧無印加状態にする。また、鏡モードの鏡サブピクセル２５５では、液晶層２０６に所
定の電圧を印加して電圧印加状態にする。
【００５５】
　この液晶表示装置の鏡モードでの電圧印加状態における共通電極２０５と鏡サブピクセ
ル電極２１２との間の印加電圧は、液晶層２０６を透過する光に付与される位相差がλ／
４になるように設定している。
【００５６】
　この液晶表示装置の鏡モードにおいて、電圧無印加状態の透過サブピクセル２５４にバ
ックライト２１３から照射された光の軌道を矢印２２１に示し、電圧印加状態の鏡サブピ
クセル２５５に入射した外光の軌道を矢印２２４に示す。このように、電圧無印加状態の
透過サブピクセル２５４にバックライト２１３から照射された光は偏光板２０１を透過せ
ず、電圧無印加状態の鏡サブピクセル２５５に入射して鏡サブピクセル電極２１２に反射
された外光は偏光板２０１を透過する。
【００５７】
　したがって、この液晶表示装置の鏡モードでは、透過サブピクセル２５４が、透過サブ
ピクセル２５４に入射した照射光を液晶パネル２００の表面から出射させない黒表示状態
になり、鏡サブピクセル２５４が、鏡サブピクセル電極２１２に反射された外光を液晶パ
ネル２００の表面から出射させる鏡状態になる。
【００５８】
　以上述べたとおり、この液晶表示装置は表示モードと鏡モードとに切換可能であり、か
つ表示モードにおいて良好な画質を確保できる。
【００５９】
　なお、この液晶表示装置では、鏡モードにおいて透過サブピクセル２５４に入射したバ
ックライト２１３の照射光が液晶パネル２００の表面から出射されないため、表示モード
から鏡モードに切り換える際にバックライト２１３をオンからオフに切り換える必要がな
い。
【００６０】
　特許文献１のように、表示モードから鏡モードに切り換える際にバックライトをオンか
らオフに切り換える液晶表示装置では、表示モードではバックライトがオンであり、鏡モ
ードではバックライトがオフである。そのため、このような液晶表示装置では、画面全体
を表示モードにする画面モードや画面全体を鏡モードにする画面モードは可能であるもの
の、１つの画面に表示モードと鏡モードとを混在させる画面モードを実現することは困難
である。
【００６１】
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　一方、本実施形態に係る液晶表示装置では、表示モードでも鏡モードでもバックライト
２１３をオンにしておくことが可能であるため、画面全体を表示モードにする画面モード
や画面全体を鏡モードにする画面モード以外にも、画面内の第１の領域を表示モードとし
、同一の画面内の第１の領域とは異なる第２の領域を鏡モードとすることにより、１つの
画面に表示モードと鏡モードとを混在させる画面モードを実現することができる。表示モ
ードと鏡モードとを混在させる画面モードの実現により、画面レイアウトの自由度が向上
するため、実用性および装飾性が向上する。
【００６２】
　図４（ａ）～図４（ｅ）は、この液晶表示装置の画面モードを例示した図である。図４
（ａ）～図４（ｅ）では、（１）透過サブピクセル２５４の状態、（２）鏡サブピクセル
２５５の状態、および（３）実際にユーザに観察される画面を示している。
【００６３】
　（１）では、黒文字の「Ａ」を示した白地の領域は透過サブピクセル２５４が画像表示
状態であることを示しており、黒地で示した領域は透過サブピクセル２５４が黒表示状態
であることを示している。
【００６４】
　（２）では、斜線で示した領域は鏡サブピクセル２５５が鏡状態であることを示してお
り、黒地で示した領域は鏡サブピクセル２５５が非鏡状態であることを示している。
【００６５】
　（３）では、画面内の黒文字の「Ａ」を示した白地の領域は表示モードであることを示
しており、斜線で示した領域は鏡モードであることを示している。
【００６６】
　図４（ａ）は、画面全体を表示モードにする画面モードを示している。この画面モード
では、全ての透過サブピクセル２５４を画像表示状態にし、全ての鏡サブピクセル２５５
を非鏡状態にする。
【００６７】
　図４（ｂ）は、画面全体を鏡モードにする画面モードを示している。この画面モードで
は、全ての透過サブピクセル２５４を黒表示状態にし、全ての鏡サブピクセル２５５を鏡
状態にする。
【００６８】
　図４（ｃ）は、画面の左半分を表示モードにし、画面の右半分を鏡モードにすることに
より、表示モードと鏡モードとを混在させる画面モードを示している。この画面モードで
は、画面の左半分の透過サブピクセル２５４を画像表示状態にし、画面の右半分の透過サ
ブピクセル２５４を黒表示状態にする。さらに、画面の左半分の鏡サブピクセル２５５を
非鏡状態にし、画面の右半分の鏡サブピクセル２５５を鏡状態にする。
【００６９】
　図４（ｄ）は、画面の上半分を表示モードにし、画面の下半分を鏡モードにすることに
より、表示モードと鏡モードとを混在させる画面モードを示している。この画面モードで
は、画面の上半分の透過サブピクセル２５４を画像表示状態にし、画面の下半分の透過サ
ブピクセル２５４を黒表示状態にする。さらに、画面の上半分の鏡サブピクセル２５５を
非鏡状態にし、画面の下半分の鏡サブピクセル２５５を鏡状態にする。
【００７０】
　図４（ｅ）は、画面の左下部分を表示モードにし、画面の左下部分以外の部分を鏡モー
ドにすることにより、表示モードと鏡モードとを混在させる画面モードを示している。こ
の画面モードでは、画面の左下部分の透過サブピクセル２５４を画像表示状態にし、画面
の左下部分以外の部分の透過サブピクセル２５４を黒表示状態にする。さらに、画面の左
下部分の鏡サブピクセル２５５を非鏡状態にし、画面の左下部分以外の部分の鏡サブピク
セル２５５を鏡状態にする。
【００７１】
　図５はこの液晶表示装置の画面制御機能を示したブロック図であり、図６はその画面制
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御機能にしたがった画面制御の一例を示した図である。図６には、画面制御の一例として
、図４（ｅ）に示した画面モードにおける画面制御について示している。
【００７２】
　この液晶表示装置は、透過サブピクセル２５４、鏡サブピクセル２５５およびバックラ
イト２１３を制御するための制御部４０１を有している。制御部４０１は、液晶表示装置
とは独立の制御装置として設けてもよい。制御部４０１は、処理制御部４１１、透過信号
入力部４０２、合成部４０３、鏡信号入力部４０４、合成部４０５、合成部４０６および
画面制御部４０７を備えている。処理制御部４１１は、ユーザインターフェース４１２か
ら入力された信号に基づいて各部を制御する。
【００７３】
　ユーザインターフェース４１２から信号が入力された処理制御部４１１は、まず透過信
号入力部４０２に透過サブピクセル２５４を画像表示状態にするための画像表示情報３０
１および透過サブピクセル２５４を黒表示状態にするための黒表示情報３０４を含む透過
信号を入力する。また、処理制御部４１１は、これと同時に鏡信号入力部４０４に鏡サブ
ピクセル２５５を非鏡状態にするための非鏡情報３０２および鏡サブピクセル２５５を鏡
状態にするための鏡情報３０５を含む鏡信号を入力する。
【００７４】
　透過信号が入力された透過信号入力部４０２は画像表示情報３０１および黒表示情報３
０４を合成部４０３に送る。合成部４０３は画像表示情報３０１と黒表示情報３０４とを
、処理制御部４１１から入力される透過位置信号に基づいて合成し、透過サブピクセル情
報３１３を形成する。合成部４０３は透過サブピクセル情報３１３を合成部４０６に送る
。
【００７５】
　鏡信号が入力された反射信号入力部４０４は非鏡情報３０２および鏡情報３０５を合成
部４０５に送る。合成部４０５は非鏡情報３０２と鏡情報３０５とを、処理制御部４１１
から入力される鏡位置信号に基づいて合成し、鏡サブピクセル情報３１４を形成する。合
成部４０５は鏡サブピクセル情報３１４を合成部４０６に送る。
【００７６】
　合成部４０６は、透過サブピクセル情報３１３と鏡サブピクセル情報３１４とをさらに
合成し、透過サブピクセル情報３１３と鏡サブピクセル情報３１４とを縦につなぎあわせ
て画面制御情報３１６を形成する。そして、合成部４０６は画面制御情報３１６を画面制
御部４０７に送り、画面制御部４０７は画面制御情報３１６にしたがって透過サブピクセ
ル２５４および鏡サブピクセル２５５を駆動させる。
【００７７】
　制御部４０１は、他の画面モードにおける画面制御も同様に行うことができる。制御部
４０１は、たとえば、図７に示すような制御により図４（ａ）に示した画面全体を表示モ
ードにし、図８に示すような制御により図４（ｂ）に示した画面全体を鏡モードにする画
面モードにする。
【００７８】
　画面モード間の切り換えは、入力部であるユーザインターフェース４１２にモード切換
信号を入力することにより行う。
【００７９】
　次に、図９（ａ）および図９（ｂ）を参照して、この液晶表示装置のサブピクセル２５
４，２５５の駆動について説明する。この液晶表示装置では、ゲート線反転駆動を採用し
ているが、他にも、たとえばソース線反転駆動やドット反転駆動やフレーム反転駆動など
を採用することも可能である。
【００８０】
　ここで、図１に示したゲート線２５３のうち、Ｇｎに電圧を印加してＧｎに接続された
サブピクセルを選択する期間をＧｎ期間とする。すなわち、Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４に電
圧を印加する期間は、それぞれＧ１期間、Ｇ２期間、Ｇ３期間、Ｇ４期間である。図９（
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ａ）および図９（ｂ）ではＧ１期間について示しているが、Ｇ１期間以外のＧｎ期間につ
いても同様である。
【００８１】
　まず、図９（ａ）を参照して、この液晶表示装置の表示モードについて説明する。図９
（ａ）には表示モードにおけるＧ１期間でのゲート線２５３、ドレイン線２５２および共
通電極２０５に印加する電圧ＶＧ、ＶＤおよびＶＣＯＭの波形を示している。
【００８２】
　ＶＧの値は、各ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続されたサブピクセルを選択するＧｎ期間
のみＶＧＨとし、それ以外の期間ではＶＧＬとする。すなわち、Ｇ１におけるＶＧの値は
、Ｇ１期間のみＶＧＨであり、他の期間ではＶＧＬである。ＶＤの値は、ＶＤＬ以上ＶＤ
Ｈ以下の範囲内で決定することができる。
【００８３】
　ＶＣＯＭは、表示モードと鏡モードとで共通の波形である。ＶＣＯＭの値は、ＶＣＨま
たはＶＣＬであり、期間ごとに反転され、さらに、フレームごとにも反転される。すなわ
ち、図９（ａ）に示したフレームにおけるＶＣＯＭの値はＧ１期間ではＶＣＬでＧ２期間
ではＶＣＨであり、次のフレームにおけるＶＣＯＭの値はＧ１期間ではＶＣＨでＧ２期間
ではＶＣＬである。
【００８４】
　本実施形態では、ＶＤＨ＝ＶＣＨかつＶＤＬ＝ＶＣＬとしている。さらに具体的にはＶ
ＤＨ＝６Ｖ、ＶＤＬ＝１Ｖ、ＶＣＨ＝６Ｖ、ＶＣＬ＝１Ｖとしている。
【００８５】
　図９（ａ）に示したフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された透過サブピクセ
ル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ
－ＶＣＬ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値はＶＣＬ以上で
あるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は０Ｖ以
上となる。なお、透過サブピクセル２５４はＶＤの値がＶＤＨのとき、電圧印加状態にな
る。
【００８６】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４には、ＶＤの値を調整
することによって透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間に正の電圧を印加
することができるため画像表示状態である。
【００８７】
　また、図９（ａ）に示したフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ１以外のゲート線２５３
（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４でも同様に、ＶＤの値がＶＣＬ以上である
ので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は０Ｖ以上と
なる。したがって、このときＧｎに接続された透過サブピクセル２５４はいずれも画像表
示状態である。
【００８８】
　図９（ａ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された
透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電
圧の値は（ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値
はＶＣＨ以下であるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電
圧の値は０Ｖ以下となる。なお、透過サブピクセル２５４はＶＤの値がＶＤＬのとき、電
圧印加状態になる。
【００８９】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４には、ＶＤの値を調整
することによって透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間に負の電圧を印加
することができる画像表示状態である。
【００９０】
　また、図９（ａ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ１以外の
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ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４でも同様に、Ｇｎ期間にお
けるＶＤの値がＶＣＨ以下であるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５と
の間の印加電圧の値は０Ｖ以下となる。したがって、このときＧｎに接続された透過サブ
ピクセル２５４はいずれも画像表示状態である。
【００９１】
　このように、この液晶表示装置はゲート線反転駆動であるが、表示モードにおける透過
サブピクセル２５４のみに着目すると、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５と
の間に印加される電圧の極性がフレームごとに反転されているものの、ゲート線２５３ご
とには反転されておらず、フレーム反転駆動と同様の駆動となる。
【００９２】
　また、この液晶表示装置の表示モードにおけるＧｎ期間では、Ｇｎに接続されたいずれ
の鏡サブピクセル２５５でもＶＤの値をＶＣＯＭの値と等しくする。これにより、いずれ
の鏡サブピクセル２５５でも鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電
圧の値は０Ｖとなり、鏡サブピクセル２５５は電圧無印加状態となるため非鏡状態である
。
【００９３】
　この液晶表示装置は、サブピクセル２５４，２５５を以上のように駆動することにより
、透過サブピクセル２５４を画像表示状態にするとともに鏡サブピクセル２５５を非鏡状
態にすることができる。これにより、この液晶表示装置では表示モードを実現できる。
【００９４】
　次に、図９（ｂ）を参照して、この液晶表示装置の鏡モードについて説明する。図９（
ｂ）には鏡モードにおけるＧ１期間でのゲート線２５３、ドレイン線２５２および共通電
極２０５に印加する電圧ＶＧ、ＶＤおよびＶＣＯＭの波形を示している。
【００９５】
　ＶＧの値は、各ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続されたサブピクセルを選択するＧｎ期間
のみＶＧＨとし、それ以外の期間ではＶＧＬとする。すなわち、Ｇ１におけるＶＧの値は
、Ｇ１期間のみＶＧＨであり、他の期間ではＶＧＬである。
【００９６】
　ＶＤの値は、ＶＤＨまたはＶＤＬであり、フレームごとに反転される。すなわち図９（
ｂ）に示したフレームにおけるＶＤの値はＶＤＬであり、次のフレームにおけるＶＤの値
はＶＤＨである。なお、本実施形態では、電圧印加状態の鏡サブピクセル２５５において
液晶層２０６を透過する光に付与される位相差をλ／４にする必要があるため、鏡サブピ
クセル２５５に接続されたゲート線２５３を選択する期間（Ｇ２期間，Ｇ４期間・・・）
のＶＤの値はＶＤＨより低いＶＤ１またはＶＤＬより高いＶＤ２に設定している。本実施
形態では、ＶＤ１＝４Ｖ、ＶＤ２＝３Ｖとしている。
【００９７】
　図９（ｂ）に示したフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された透過サブピクセ
ル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ
－ＶＣＬ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値はＶＤＬである
ので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は０Ｖとなる
。したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４はいずれも電圧無印加
状態となるため黒表示状態である。
【００９８】
　また、図９（ｂ）に示したフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ１以外のゲート線２５３
（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４でも同様に、Ｇｎ期間におけるＶＤの値が
ＶＤＬであるため、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値
は０Ｖである。したがって、このときＧｎに接続された透過サブピクセル２５４はいずれ
も電圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【００９９】
　図９（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された
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透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電
圧の値は（ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値
はＶＤＨであるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の
値は０Ｖとなる。したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４はいず
れも電圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【０１００】
　また、図９（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ１以外の
ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４でも同様に、Ｇｎ期間にお
けるＶＤの値がＶＤＨであるため、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間
の印加電圧の値は０Ｖである。したがって、このときＧｎに接続された透過サブピクセル
２５４はいずれも電圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【０１０１】
　図９（ｂ）に示したフレームにおけるＧ２期間では、Ｇ２に接続された鏡サブピクセル
２５５の鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ－Ｖ
ＣＨ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５においてもＶＤの値はＶＤ２であるので、
鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ２－ＶＣＨ）
である。このとき、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状態となるため鏡状態であ
る。
【０１０２】
　また、図９（ｂ）に示したフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ２以外のゲート線２５３
（Ｇｎ）に接続された鏡サブピクセル２５５でも同様に、Ｇｎ期間におけるＶＤの値がＶ
Ｄ２であり、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状態となるため鏡状態である。
【０１０３】
　図９（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ２期間では、Ｇ２に接続された
鏡サブピクセル２５５の鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の
値は（ＶＤ－ＶＣＬ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５においてもＶＤの値はＶＤ
１であるので、鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（Ｖ
Ｄ１－ＶＣＬ）である。このとき、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状態となる
ため鏡状態である。
【０１０４】
　また、図９（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ２期間では、Ｇ２以外の
ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続された鏡サブピクセル２５５でも同様に、Ｇｎ期間におけ
るＶＤの値がＶＤ１であり、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状態となるため鏡
状態である。
【０１０５】
　このように、この液晶表示装置はゲート線反転駆動であるが、鏡モードにおける鏡サブ
ピクセル２５５のみに着目すると、鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の
印加電圧の極性がフレームごとに反転されているものの、ゲート線２５３ごとには反転さ
れておらず、フレーム反転駆動と同様の駆動となる。
【０１０６】
　この液晶表示装置は、サブピクセル２５４，２５５を以上のように駆動することにより
、透過サブピクセル２５４を黒表示状態にするとともに鏡サブピクセル２５５を鏡状態に
することができる。これにより、この液晶表示装置では鏡モードを実現できる。
【０１０７】
　図１０は、本実施形態に係る液晶表示装置を適用可能な電子機器の斜視図である。図１
０には、電子機器５０１の一例として携帯電話を示しているが、本実施形態に係る液晶表
示装置は、携帯電話以外にも、携帯情報端末（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａ
ｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）や、ゲーム機や、デジタルカメラや、デジタルビデオカメラ
等の各種の携帯端末装置に適用可能である。さらに、本実施形態に係る液晶表示装置は、
携帯端末装置以外にも、ノート型パーソナルコンピュータや、キャッシュディスペンサや
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、自動販売機等の各種の端末装置に適用可能である。
【０１０８】
　電子機器５０１は、本実施形態に係る液晶表示装置５０２と、ユーザによって操作され
るユーザインターフェースである操作部５０３と、を備えている。
【０１０９】
　ユーザは、操作部５０３を操作することによって液晶表示装置５０２を表示モードと鏡
モードとに切り換えることができる。ユーザは、表示モードでは液晶表示装置５０２に表
示される画像を見ながら操作部５０３を操作することができ、鏡モードでは液晶表示装置
５０２を鏡として使用することができる。
（第２の実施形態）
　次に、図１１（ａ）および図１１（ｂ）を参照して、本発明の第２の実施形態に係る液
晶表示装置について説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、駆動時に印加する電圧
の波形以外は、第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様に構成されている。したがって
、第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成の説明に用いた図を参照しながら説明する。
【０１１０】
　まず、図１１（ａ）を参照して、この液晶表示装置の表示モードについて説明する。図
１１（ａ）には表示モードにおけるＧ１期間でのゲート線２５３、ドレイン線２５２およ
び共通電極２０５に印加する電圧ＶＧ、ＶＤおよびＶＣＯＭの波形を示している。
【０１１１】
　ＶＧの値は、各ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続されたサブピクセルを選択するＧｎ期間
のみＶＧＨとし、それ以外の期間ではＶＧＬとする。すなわち、Ｇ１におけるＶＧの値は
、Ｇ１期間のみＶＧＨであり、他の期間ではＶＧＬである。ＶＤの値は、ＶＤＬ以上ＶＤ
Ｈ以下の範囲内で決定することができる。
【０１１２】
　ＶＣＯＭは、表示モードと鏡モードとで共通の波形である。ＶＣＯＭの値は、ＶＣＨま
たはＶＣＬであり、２期間ごとに反転され、さらに、フレームごとにも反転される。すな
わち、図１１（ａ）に示したフレームにおけるＶＣＯＭの値はＧ１期間およびＧ２期間で
はＶＣＬでＧ３期間およびＧ４期間ではＶＣＨであり、次のフレームにおけるＶＣＯＭの
値はＧ１期間およびＧ２期間ではＶＣＨでＧ３期間およびＧ４期間ではＶＣＬである。
【０１１３】
　本実施形態では、ＶＤＨ＝ＶＣＨかつＶＤＬ＝ＶＣＬとしている。さらに具体的にはＶ
ＤＨ＝６Ｖ、ＶＤＬ＝１Ｖ、ＶＣＨ＝６Ｖ、ＶＣＬ＝１Ｖとしている。
【０１１４】
　図１１（ａ）に示したフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された透過サブピク
セル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（Ｖ
Ｄ－ＶＣＬ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値はＶＣＬ以上
であるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は０Ｖ
以上となる。
【０１１５】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４には、ＶＤの値を調整
することによって透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間に正の電圧を印加
することができる画像表示状態である。
【０１１６】
　また、図１１（ａ）に示したフレームにおけるＧ３期間では、Ｇ３に接続された透過サ
ブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値
は（ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値はＶＣ
Ｈ以下であるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値
は０Ｖ以下となる。
【０１１７】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４には、ＶＤの値を調整



(16) JP 5403461 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

することによって透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間に負の電圧を印加
することができる画像表示状態である。
【０１１８】
　また、図１１（ａ）に示したフレームにおけるＧｎ期間において、ゲート線２５３（Ｇ
ｎ）に接続された透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０
５との間の印加電圧は、Ｇ１およびＧ３以降も交互に０Ｖ以上と０Ｖ以下とになる。した
がって、このときＧｎに接続された透過サブピクセル２５４はいずれも画像表示状態であ
る。
【０１１９】
　図１１（ａ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続され
た透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加
電圧の値は（ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの
値はＶＣＨ以下であるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加
電圧の値は０Ｖ以下となる。
【０１２０】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４には、ＶＤの値を調整
することによって透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間に負の電圧を印加
することができる画像表示状態である。
【０１２１】
　また、図１１（ａ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ３期間では、Ｇ３に接
続された透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間
の印加電圧の値は（ＶＤ－ＶＣＬ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においても
ＶＤの値はＶＣＬ以上であるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間
の印加電圧の値は０Ｖ以上となる。
【０１２２】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４には、ＶＤの値を調整
することによって透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間に正の電圧を印加
することができる画像表示状態である。
【０１２３】
　また、図１１（ａ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧｎ期間において、ゲー
ト線２５３（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１
と共通電極２０５との間の印加電圧は、Ｇ１およびＧ３以降も交互に０Ｖ以下と０Ｖ以上
とになる。したがって、このときＧｎに接続された透過サブピクセル２５４はいずれも画
像表示状態である。
【０１２４】
　このように、この液晶表示装置は第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様にゲート線
反転駆動であるが、表示モードにおける透過サブピクセル２５４のみに着目しても、第１
の実施形態に係る液晶表示装置とは異なり、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０
５との間に印加される電圧の極性がゲート線２５３ごとに反転されており、さらにフレー
ムごとにも反転されている。表示モードにおいて透過サブピクセル電極２１１と共通電極
２０５との間に印加される電圧の極性がゲート線２５３ごとに反転していることにより、
フレーム周期が短い場合にもフリッカが目立ちにくい。
【０１２５】
　また、この液晶表示装置の表示モードにおけるＧｎ期間では、Ｇｎに接続されたいずれ
の鏡サブピクセル２５５でもＶＤの値をＶＣＯＭの値と等しくする。これにより、いずれ
の鏡サブピクセル２５５でも鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電
圧の値は０Ｖとなり、鏡サブピクセル２５５は電圧無印加状態となるため非鏡状態である
。
【０１２６】
　この液晶表示装置は、サブピクセル２５４，２５５を以上のように駆動することにより
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、透過サブピクセル２５４を画像表示状態にするとともに鏡サブピクセル２５５を非鏡状
態にすることができる。これにより、この液晶表示装置では表示モードを実現できる。
【０１２７】
　次に、図１１（ｂ）を参照して、この液晶表示装置の鏡モードについて説明する。図１
１（ｂ）には鏡モードにおけるＧ１期間でのゲート線２５３、ドレイン線２５２および共
通電極２０５に印加する電圧ＶＧ、ＶＤおよびＶＣＯＭの波形を示している。
【０１２８】
　ＶＧの値は、各ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続されたサブピクセルを選択するＧｎ期間
のみＶＧＨとし、それ以外の期間ではＶＧＬとする。すなわち、Ｇ１におけるＶＧの値は
、Ｇ１期間のみＶＧＨであり、他の期間ではＶＧＬである。
【０１２９】
　ＶＤの値は、ＶＤＨまたはＶＤＬであり、２期間ごとに反転され、さらに、フレームご
とにも反転される。さらに、ＶＤはＶＣＯＭの波形を１期間分ずらした波形としている。
すなわち、図１１（ｂ）に示したフレームにおけるＶＤの値はＧ１期間ではＶＤＬでＧ２
期間およびＧ３期間ではＶＤＨであり、次のフレームにおけるＶＤの値はＧ１期間ではＶ
ＣＨでＧ２期間およびＧ３期間ではＶＣＬである。
【０１３０】
　なお、本実施形態では、電圧印加状態の鏡サブピクセル２５５において液晶層２０６を
透過する光に付与される位相差をλ／４にする必要があるため、鏡サブピクセル２５５に
接続されたゲート線２５３を選択する期間（Ｇ２期間，Ｇ４期間・・・）のＶＤの値はＶ
ＤＨより低いＶＤ１またはＶＤＬより高いＶＤ２に設定している。本実施形態では、ＶＤ
１＝４Ｖ、ＶＤ２＝３Ｖとしている。
【０１３１】
　図１１（ｂ）に示したフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された透過サブピク
セル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（Ｖ
Ｄ－ＶＣＬ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値はＶＤＬであ
るので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は０Ｖとな
る。したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４はいずれも電圧無印
加状態となるため黒表示状態である。
【０１３２】
　また、図１１（ｂ）に示したフレームにおけるＧ３期間では、Ｇ３に接続された透過サ
ブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値
は（ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの値はＶＤ
Ｈであるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は０
Ｖとなる。したがって、このときＧ３に接続された透過サブピクセル２５４はいずれも電
圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【０１３３】
　また、図１１（ｂ）に示したフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ１およびＧ３以外のゲ
ート線２５３（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４でも同様に、Ｇｎ期間におけ
るＶＤの値がＶＣＯＭの値と等しくなるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２
０５との間の印加電圧の値は０Ｖである。したがって、このときＧｎに接続された透過サ
ブピクセル２５４はいずれも電圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【０１３４】
　図１１（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続され
た透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加
電圧の値は（ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においてもＶＤの
値はＶＤＨであるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印加電圧
の値は０Ｖとなる。したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４はい
ずれも電圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【０１３５】
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　また、図１１（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ３期間では、Ｇ３に接
続された透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間
の印加電圧の値は（ＶＤ－ＶＣＬ）である。いずれの透過サブピクセル２５４においても
ＶＤの値はＶＤＬであるので、透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間の印
加電圧の値は０Ｖとなる。したがって、このときＧ３に接続された透過サブピクセル２５
４はいずれも電圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【０１３６】
　また、図１１（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ１およ
びＧ３以外のゲート線２５３（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４でも同様に、
Ｇｎ期間におけるＶＤの値がＶＣＯＭの値と等しくなるので、透過サブピクセル電極２１
１と共通電極２０５との間の印加電圧の値は０Ｖである。したがって、このときＧｎに接
続された透過サブピクセル２５４はいずれも電圧無印加状態となるため黒表示状態である
。
【０１３７】
　図１１（ｂ）に示したフレームにおけるＧ２期間では、Ｇ２に接続された鏡サブピクセ
ル２５５の鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ－
ＶＣＬ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５においてもＶＤの値はＶＤ１であるので
、鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ１－ＶＣＬ
）である。このとき、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状態となるため鏡状態で
ある。
【０１３８】
　また、図１１（ｂ）に示したフレームにおけるＧ４期間では、Ｇ４に接続された鏡サブ
ピクセル２５５の鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（
ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５においてもＶＤの値はＶＤ２であ
るので、鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ２－
ＶＣＨ）である。このとき、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状態となるため鏡
状態である。
【０１３９】
　また、図１１（ｂ）に示したフレームにおけるＧｎ期間において、ゲート線２５３（Ｇ
ｎ）に接続された透過サブピクセル２５４の透過サブピクセル電極２１１と共通電極２０
５との間の印加電圧は、Ｇ１およびＧ３以降も交互に０Ｖ以上と０Ｖ以下とになる。した
がって、このときＧｎに接続された透過サブピクセル２５４はいずれも画像表示状態であ
る。
【０１４０】
　図１１（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ２期間では、Ｇ２に接続され
た鏡サブピクセル２５５の鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧
の値は（ＶＤ－ＶＣＨ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５においてもＶＤの値はＶ
Ｄ２であるので、鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の値は（
ＶＤ２－ＶＣＨ）である。このとき、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状態とな
るため鏡状態である。
【０１４１】
　また、図１１（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧ４期間では、Ｇ４に接
続された鏡サブピクセル２５５の鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印
加電圧の値は（ＶＤ－ＶＣＬ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５においてもＶＤの
値はＶＤ１であるので、鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との間の印加電圧の
値は（ＶＤ１－ＶＣＬ）である。このとき、鏡サブピクセル２５５はいずれも電圧印加状
態となるため鏡状態である。
【０１４２】
　また、図１１（ｂ）に示したフレームの次のフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ２およ
びＧ４以降のゲート線２５３（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４も交互に透過
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サブピクセル電極２１１と共通電極２０５との間に負の電圧が印加されるものと正の電圧
を印加されるものとになる。したがって、このときＧｎに接続された鏡サブピクセル２５
５はいずれも鏡状態である。
【０１４３】
　このように、この液晶表示装置は第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様にゲート線
反転駆動であるが、鏡モードにおける鏡サブピクセル２５５のみに着目しても、第１の実
施形態に係る液晶表示装置とは異なり、鏡サブピクセル電極２１２と共通電極２０５との
間に印加される電圧の極性がゲート線２５３ごとに反転されており、さらにフレームごと
にも反転されている。
【０１４４】
　この液晶表示装置は、サブピクセル２５４，２５５を以上のように駆動することにより
、透過サブピクセル２５４を黒表示状態にするとともに鏡サブピクセル２５５を鏡状態に
することができる。これにより、この液晶表示装置では鏡モードを実現できる。
（第３の実施形態）
　次に、図１２および図１３を参照して、本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置に
ついて説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、制御部以外は第１の実施形態に係る
液晶表示装置と同様に構成されている。図１２および図１３は、第１の実施形態における
図５および図６に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０１４５】
　図１２はこの液晶表示装置の画面制御機能を示したブロック図であり、図１３はその画
面制御機能にしたがった画面制御の一例を示した図である。図１３には、画面制御の一例
として、図４（ａ）に示した画面モードにおける画面制御について示している。
【０１４６】
　この液晶表示装置は、図５および図６に示した合成部４０３，４０５を有していない。
【０１４７】
　すなわち合成部４０６ａは、表示信号入力部４０２から入力された画像表示情報３０１
および黒表示情報３０４と、鏡信号入力部４０４から入力された非鏡情報３０２および鏡
情報３０５と、から処理制御部４１１ａより入力された透過位置信号および鏡位置信号に
基づいて画面制御情報３１６ａを合成する。
【０１４８】
　そして、合成部４０６ａは画面制御情報３１６ａを画面制御部４０７に送り、画面制御
部４０７は画面制御情報３１６ａにしたがって透過サブピクセル２５４および鏡サブピク
セル２５５を駆動させる。
【０１４９】
　本実施形態では、たとえば、画像表示情報３０１および黒表示情報３０４から、画像表
示状態と黒表示状態とが混在した透過サブピクセル情報３１３（図６参照）を作成できな
い。しかし、本実施形態でも、透過信号入力部４０２に処理制御部４１１からあらかじめ
合成した透過サブピクセル情報３１３を入力し、反射映像信号部４０４のメモリにあらか
じめ合成した透過サブピクセル情報３１４を記録しておくことで、表示モードと鏡モード
とが混在した画面モードも可能である。したがって、制御部４０１ａは、たとえば図４（
ｂ）～図４（ｅ）に示すような他の画面モードにおける画面制御も同様に行うことができ
る。
（第４の実施形態）
　次に、図１４から図１６を参照して、本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置につ
いて説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に示す構成以外は、第１の実施形
態に係る液晶表示装置と同様に構成されている。図１４および図１５は、第１の実施形態
における図１および図２に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０１５０】
　図１４は本実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図であり、図１５は図１４に
示した液晶表示装置のＢ－Ｂ’線に沿った断面図である。
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【０１５１】
　この液晶表示装置は、第１の実施形態に係る液晶表示装置とは異なり、鏡サブピクセル
２５５ａにも着色層２１０ａを有している。また、この液晶表示装置では、表示モードに
おいても鏡サブピクセル２５５ａを鏡状態する。このとき、図５に示した処理制御部４１
１は鏡信号入力部４０４にも図１６に示す画像表示情報３０１ｂおよび黒表示情報３０４
ｂを入力し画面制御情報３１６ｂを合成する。これにより、この液晶表示装置では、透過
サブピクセル２５４ａの透過光のみならず、鏡サブピクセル２５５ａの反射光によっても
カラー画像を表示することが可能である。
【０１５２】
　したがって、この液晶表示装置では、図１４中に破線で囲んで示している３つの透過サ
ブピクセルと３つの鏡サブピクセルとによって１つの画素が構成されている。すなわち、
１つの画素の中には、各１つの赤色、青色および緑色を表示する透過サブピクセル２５４
ａと鏡サブピクセル２５５ａとが含まれている。
【０１５３】
　また、この液晶表示装置の鏡モードでは、第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様に
、全ての透過サブピクセル２５４ａを電圧無印加状態にし、全ての鏡サブピクセル２５５
ａを電圧印加状態にする。これにより、この液晶表示装置の鏡モードでは、赤色、青色お
よび緑色を表示する鏡サブピクセル２５５ａの反射光の色が混ざり合って、着色のない反
射光が液晶パネル２００ａの表面側に出射される。
（第５の実施形態）
　次に、図１７および図１８を参照して、本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置に
ついて説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、表示方式がＥＣＢ方式であること以
外は、第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様に構成されている。図１７および図１８
は、第１の実施形態における図２および図３に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示
している。
【０１５４】
　図１７は、本実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。この液晶表示装置の液晶パ
ネル２００ｂには、鏡サブピクセル電極２１２の反射面を液晶層２０６ｂの厚さ方向の中
央に配置させるために、下基板２０７と鏡サブピクセル電極２１２との間に絶縁層２１４
が設けられている。
【０１５５】
　また、この液晶表示装置の表示方式はＥＣＢ方式であり、液晶層２０６ｂは、液晶分子
が基板９３０，９５０間で０度から９０度の範囲で設定した値で連続的にねじれたツイス
ト配向しており、共通電極２０５とサブピクセル電極２１１，２１２との間に電圧が印加
されていない電圧無印加状態では、液晶分子が基板２０３，２０７に平行な方向に配向し
ており、厚さ方向に透過する光にλ／２の位相差を与える。一方、液晶層２０６ｂは、共
通電極２０５とサブピクセル電極２１１，２１２との間に十分な電圧が印加されている電
圧印加状態では、液晶分子が基板２０３，２０７に垂直な方向に配向しており、厚さ方向
に透過する光に位相差を与えない。
【０１５６】
　図１８（ａ）はこの液晶表示装置の表示モードにおける光の軌道を示した図である。表
示モードにおいて、透過サブピクセル２５４ｂにバックライト２１３から照射された光の
軌道を矢印２２２ｂに示し、鏡サブピクセル２５５ｂに入射した外光の軌道を矢印２２３
ｂに示す。
【０１５７】
　この液晶表示装置の表示モードの透過サブピクセル２５４ｂにおいて液晶層２０６ｂに
印加する電圧の絶対値は、透過サブピクセル２５４ｂが電圧無印加状態になる電圧値以上
、すなわち０Ｖ以上、電圧印加状態になる電圧値以下にする。また、表示モードの鏡サブ
ピクセル２５４ｂでは、液晶層２０６には所定の電圧を印加して電圧印加状態にする。図
１８（ａ）では、一例として、透過サブピクセル２５４ｂが電圧無印加状態であるところ
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を示している。
【０１５８】
　図１８（ａ）に示すように、この液晶表示装置の表示モードでは、画像表示状態の透過
サブピクセル２５４ｂの透過光は液晶パネル２００ｂの表面から出射され、非鏡状態の鏡
サブピクセル２５５ｂの反射光は液晶パネル２００ｂの表面から出射されない。
【０１５９】
　図１８（ｂ）はこの液晶表示装置の鏡モードにおける光の軌道を示した図である。鏡モ
ードにおいて、透過サブピクセル２５４ｂにバックライト２１３から照射された光の軌道
を矢印２２１ｂに示し、鏡サブピクセル２５５ｂに入射した外光の軌道を矢印２２４ｂに
示す。
【０１６０】
　この液晶表示装置の鏡モードでは、透過サブピクセル２５４ｂを電圧印加状態にし、鏡
サブピクセル２５５ｂを電圧無印加状態にする。
【０１６１】
　図１８（ｂ）に示すように、この液晶表示装置の鏡モードでは、黒表示状態の透過サブ
ピクセル２５４ｂに入射したバックライト２１３の照射光は液晶パネル２００ｂの表面か
ら出射されず、鏡状態の鏡サブピクセル２５５ｂの反射光は液晶パネル２００ｂの表面か
ら出射される。
（第６の実施形態）
　次に、図１９を参照して、本発明の第６の実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に示す構成以外は、第１の実施形態に係る液
晶表示装置と同様に構成されている。図１９は、第１の実施形態における図１に対応し、
同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０１６２】
　第１の実施形態に係る液晶表示装置では、各透過サブピクセル２５４と各鏡サブピクセ
ル２５５とがゲート線２５３に沿ってそれぞれ行を形成しているが、本実施形態に係る液
晶表示装置では、各透過サブピクセル２５４ｃと各鏡サブピクセル２５５ｃとがドレイン
線２５２ｃに沿ってそれぞれ列を形成している。
【０１６３】
　この液晶表示装置のようにサブピクセル２５４ｃ，２５５ｃが配置されていても、表示
モードにおいて透過サブピクセル２５４ｃが画像表示状態となり、かつ鏡サブピクセル２
５５ｃが非鏡状態となるように制御し、鏡モードにおいて透過サブピクセル２５４ｃが黒
表示状態となり、かつ鏡サブピクセル２５５ｃが鏡状態となるように制御することにより
、第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様の効果を得ることができる。
（第７の実施形態）
　次に、図２０および図２１を参照して、本発明の第７の実施形態に係る液晶表示装置に
ついて説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に示す構成以外は、第１の実施
形態に係る液晶表示装置と同様に構成されている。図２０および図２１は、第１の実施形
態における図１および図２に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０１６４】
　図２０は本実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図であり、図２１は図２０に
示した液晶表示装置のＣ－Ｃ’線に沿った断面図である。
【０１６５】
　この液晶表示装置は、第１の実施形態に係る液晶表示装置とは異なり、鏡サブピクセル
２５５ｄは列方向の長さが透過サブピクセル２５４ｄの約２倍である。すなわち、鏡サブ
ピクセル２５５ｄは、液晶パネル２００ｄの表面に平行な断面の面積が透過サブピクセル
２５４ｄの約２倍である。さらに、サブピクセル２５４ｄ，２５５ｄの行は、透過サブピ
クセル２５４ｄ、鏡サブピクセル２５５ｄ、透過サブピクセル２５４ｄの３行を一単位と
して並べられている。
【０１６６】
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　この液晶表示装置では、第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様に、表示モードにお
いて透過サブピクセル２５４ｄが画像表示状態となり、かつ鏡サブピクセル２５５ｄが非
鏡状態となるように制御し、鏡モードにおいて透過サブピクセル２５４ｄが黒表示状態と
なり、かつ鏡サブピクセル２５５ｄが鏡状態となるように制御する
　この液晶表示装置では、図２１に破線で囲んで示している６つの透過サブピクセル２５
４ｄおよび３つの鏡サブピクセル２５５ｄによって２つの画素が構成されている。一方、
図２に示した第１の実施形態に係る液晶表示装置では、２つの画素中に６つの鏡サブピク
セルが含まれる。したがって、本実施形態に係る液晶表示装置では、鏡サブピクセル２５
５ｄの数が少なく、これに伴い、鏡サブピクセル電極２１２ｄやＴＦＴ２５１やゲート線
２５３ｄの数も少ない。したがって、本実施形態に係る液晶表示装置は、部品点数が少な
いため、駆動の簡略化および製造コストの低減を図ることができる。
【０１６７】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置では、ＴＦＴ２５１およびゲート線２５３ｄの数
が少ないため、その分、鏡サブピクセル電極２１２ｄを大きくすることができる。したが
って、本実施形態に係る液晶表示装置の鏡サブピクセル電極２１２ｄの大きさは、第１の
実施形態に係る液晶表示装置の鏡サブピクセル電極２１２の大きさの２倍より大きくする
ことが可能である。これにより、鏡モードにおける鏡サブピクセル２５５ｄの反射光の量
を増大させることができる。
【０１６８】
　また、この液晶表示装置は、第１の実施形態に係る液晶表示装置と同数の透過サブピク
セルを有しているため、表示モードにおいて第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様に
良好な画質を確保することができる。
【０１６９】
　本実施形態では、透過サブピクセル２５４ｄの数は、鏡サブピクセル２５５ｄの数の２
倍であったが、他の整数倍にすることも可能であり、その場合にも本実施形態と同様の効
果が得られる。
（第８の実施形態）
　次に、図２２から図２５を参照して、本発明の第８の実施形態に係る液晶表示装置につ
いて説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に示す構成以外は、第１の実施形
態に係る液晶表示装置と同様に構成されている。本実施形態に係る液晶表示装置は、透過
サブピクセル２５４ｅは第１の実施形態に係る液晶表示装置と同様にアクティブマトリク
ス方式で制御されているが、鏡サブピクセル２５５ｅはスタティック方式で制御されてい
る。
【０１７０】
　図２２は本実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。図２２は、第１の
実施形態における図２に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示している。図２２に示
すように、この液晶表示装置は、鏡サブピクセル２５５ｅがスタティック方式で駆動され
るため、電極配線２５３ｆが直接、鏡サブピクセル電極２１２ｅに接続されている。した
がって、この液晶表示装置では、鏡サブピクセル２５５ｅにＴＦＴ２５１が設けられてい
ないため、その分、鏡サブピクセル電極２１２ｅを大きくすることが可能である。これに
より、鏡モードにおける鏡サブピクセル２５５ｅの反射光の量を増大させることができる
。
【０１７１】
　ここで、電極配線２５３ｆを、図２２中の上から順番にＳ１，Ｓ２・・・Ｓｍ・・・Ｓ
（ｎ－１），Ｓｎとする。この液晶表示装置では、Ｓ１～Ｓ（ｍ－１）とＳｍ～Ｓｎとに
互いに異なる電圧を印加することが可能である。したがって、Ｓ１～Ｓ（ｍ－１）に接続
された鏡サブピクセル電極２１２ｅと、Ｓｍ～Ｓｎに接続された鏡サブピクセル電極２１
２ｅと、を個別に鏡状態と非鏡状態とに切り換えることが可能である。
【０１７２】
　次に、図２３（ａ）および図２３（ｂ）を参照して、この液晶表示装置のサブピクセル
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２５４ｅ，２５５ｅの駆動について説明する。図２３は、第１の実施形態における図９に
対応している。この液晶表示装置では、透過サブピクセル２５４ｅについて、ゲート線反
転駆動を採用しているが、他にも、たとえばソース線反転駆動やドット反転駆動やフレー
ム反転駆動などを採用することも可能である。
【０１７３】
　Ｇ１期間，Ｇ２期間・・・の表現は、ゲート線２５３ｅに接続されている透過サブピク
セル２５４ｅの駆動の説明にのみ用いる。電極配線２５３ｆに印加する電圧ＶＳは、ゲー
ト線２５３ｅの期間に関わらず、１つのフレームにおいて一定の値に設定する。
【０１７４】
　まず、図２３（ａ）を参照して、この液晶表示装置の表示モードについて説明する。図
２３（ａ）には表示モードにおけるＧ１期間でのゲート線２５３ｅ、ドレイン線２５２ｅ
および共通電極２０５に印加する電圧ＶＧ、ＶＤおよびＶＣＯＭの波形を示している。
【０１７５】
　ＶＧの値は、各ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続されたサブピクセルを選択するＧｎ期間
のみＶＧＨとし、それ以外の期間ではＶＧＬとする。すなわち、Ｇ１におけるＶＧの値は
、Ｇ１期間のみＶＧＨであり、他の期間ではＶＧＬである。
【０１７６】
　ＶＳの値はＶＳＭであり、ＶＣＯＭの値はＶＣＭである。本実施形態ではＶＳＭ＝ＶＣ
Ｍである。ＶＤの値は、透過サブピクセル２５４ｅを選択する期間（Ｇ１期間，Ｇ３期間
・・・）においてはＶＣＭ以上ＶＤＨ以下の範囲内で決定することができ、鏡サブピクセ
ル２５５ｅを選択する期間（Ｇ２期間，Ｇ４期間・・・）においてはＶＤＬ以上ＶＣＭ以
下の範囲内で決定することができる。
【０１７７】
　図２３（ａ）に示したフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された透過サブピク
セル２５４ｅの透過サブピクセル電極２１１ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値は
（ＶＤ－ＶＣＭ）である。いずれの透過サブピクセル２５４ｅにおいてもＶＤの値はＶＣ
Ｍ以上であるので、透過サブピクセル電極２１１ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の
値は０Ｖ以上となる。
【０１７８】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４ｅには、ＶＤの値を調
整することによって透過サブピクセル電極２１１ｅと共通電極２０５との間に正の電圧を
印加することができる画像表示状態である。
【０１７９】
　図２３（ａ）に示したフレームにおけるＧ２期間では、Ｇ１に接続された透過サブピク
セル２５４ｅの透過サブピクセル電極２１１ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値は
（ＶＤ－ＶＣＭ）である。いずれの透過サブピクセル２５４ｅにおいてもＶＤの値はＶＣ
Ｍ以下であるので、透過サブピクセル電極２１１ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の
値は０Ｖ以下となる。
【０１８０】
　したがって、このときＧ１に接続された透過サブピクセル２５４ｅには、ＶＤの値を調
整することによって透過サブピクセル電極２１１ｅと共通電極２０５との間に負の電圧を
印加することができる画像表示状態である。
【０１８１】
　また、図２３（ａ）に示したフレームにおけるＧｎ期間では、Ｇ１およびＧ２以外のゲ
ート線２５３（Ｇｎ）に接続された透過サブピクセル２５４ｅでも同様に、透過サブピク
セル電極２１１ｅと共通電極２０５との間に正の電圧または負の電圧を印加することがで
きる。したがって、このときＧｎに接続された透過サブピクセル２５４ｅはいずれも画像
表示状態である。さらに、図２３（ａ）に示したフレーム以外のフレームにおけるＧｎ期
間でも、同様にＧｎに接続された透過サブピクセル２５４ｅはいずれも画像表示状態であ
る。
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【０１８２】
　図２３（ａ）に示したフレームにおいては、いずれの電極配線２５３ｆに接続された鏡
サブピクセル２５５ｅにおけるＶＳの値はＶＳＭであり、ＶＣＯＭの値であるＶＣＭと等
しい。したがって、鏡サブピクセル電極２１２ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値
は０Ｖとなり、鏡サブピクセル２５５ｅはいずれも電圧無印加状態となるため非鏡状態で
ある。
【０１８３】
　この液晶表示装置は、サブピクセル２５４ｅ，２５５ｅを以上のように駆動することに
より、透過サブピクセル２５４ｅを画像表示状態にするとともに鏡サブピクセル２５５ｅ
を非鏡状態にすることができる。これにより、この液晶表示装置では表示モードを実現で
きる。
【０１８４】
　次に、図２３（ｂ）を参照して、この液晶表示装置の鏡モードについて説明する。図２
３（ｂ）には鏡モードにおけるＧ１期間でのゲート線２５３ｅ、ドレイン線２５２ｅおよ
び共通電極２０５に印加する電圧ＶＧ、ＶＤおよびＶＣＯＭの波形を示している。
【０１８５】
　ＶＧの値は、各ゲート線２５３（Ｇｎ）に接続されたサブピクセルを選択するＧｎ期間
のみＶＧＨとし、それ以外の期間ではＶＧＬとする。すなわち、Ｇ１におけるＶＧの値は
、Ｇ１期間のみＶＧＨであり、他の期間ではＶＧＬである。
【０１８６】
　ＶＤの値はＶＤＭであり、ＶＣＯＭの値はＶＣＭである。本実施形態ではＶＤＭ＝ＶＣ
Ｍである。ＶＳの値は、ＶＳＨまたはＶＳＬであり、フレームごとに反転される。すなわ
ち図２３（ｂ）に示したフレームにおけるＶＳの値はＶＤＨであり、次のフレームにおけ
るＶＳの値はＶＳＬである。本実施形態では、ＶＳＨ＝ＶＣＨかつＶＳＬ＝ＶＣＬとして
いる。
【０１８７】
　図２３（ｂ）に示したフレームにおけるＧ１期間では、Ｇ１に接続された透過サブピク
セル２５４ｅにおけるＶＤの値はＶＤＭであり、ＶＣＯＭの値であるＶＣＭと等しい。し
たがって、この透過サブピクセル電極２１１ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値は
０Ｖとなり、透過サブピクセル２５５ｅは電圧無印加状態となるため黒表示状態である。
【０１８８】
　また、同様に、全てのフレームのＧｎ期間において、Ｇｎに接続された透過サブピクセ
ル２５４ｅは、ＶＤの値がＶＣＯＭの値と等しいので電圧無印加状態となるため黒表示状
態である。
【０１８９】
　図２３（ｂ）に示したフレームにおいて、電極配線２５３ｆに接続された鏡サブピクセ
ル２５５ｅの鏡サブピクセル電極２１２ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値は（Ｖ
Ｓ－ＶＣＭ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５ｅにおいてもＶＳの値はＶＳＨであ
るので、鏡サブピクセル電極２１２ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＳＨ
－ＶＣＭ）である。このとき、鏡サブピクセル２５５ｅは鏡サブピクセル電極２１２ｅと
共通電極２０５との間に電圧印加状態となる正の電圧が印加されているため鏡状態である
。
【０１９０】
　図２３（ｂ）に示したフレームの次のフレームおいて、電極配線２５３ｆに鏡サブピク
セル２５５ｅの鏡サブピクセル電極２１２ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値は（
ＶＤ－ＶＳＭ）である。いずれの鏡サブピクセル２５５ｅにおいてもＶＤの値はＶＤＬで
あるので、鏡サブピクセル電極２１２ｅと共通電極２０５との間の印加電圧の値は（ＶＤ
Ｌ－ＶＣＨ）である。このとき、鏡サブピクセル２５５ｅは鏡サブピクセル電極２１２ｅ
と共通電極２０５との間に電圧印加状態となる負の電圧が印加されているため鏡状態であ
る。
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【０１９１】
　この液晶表示装置は、サブピクセル２５４ｅ，２５５ｅを以上のように駆動することに
より、透過サブピクセル２５４ｅを黒表示状態にするとともに鏡サブピクセル２５５ｅを
鏡状態にすることができる。これにより、この液晶表示装置では鏡モードを実現できる。
【０１９２】
　次に、図２４および図２５を参照して、本実施形態に係る液晶表示装置の画面制御機能
について説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、制御部４０１ｅ以外は、第１の実
施形態に係る液晶表示装置と同様に構成されている。図２４および図２５は、第１の実施
形態における図５および図６に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０１９３】
　図２４はこの液晶表示装置の画面制御機能を示したブロック図であり、図２５はその画
面制御機能にしたがった画面制御の一例を示した図である。図２５には、画面制御の一例
として、図４（ｄ）に示した画面モードにおける画面制御について示している。
【０１９４】
　この液晶表示装置は、第１の実施形態に係る液晶表示装置とは異なり、制御部４０１ｅ
に、透過サブピクセル２５４ｅを制御する画面制御部４０７ｅと、鏡サブピクセル２５５
ｅを制御する画面制御部４０８ｅと、が設けられている。また、この液晶表示装置には、
透過サブピクセル情報３１３と鏡サブピクセル情報３１４を合成するための合成部４０６
が設けられていない。
【０１９５】
　合成部４０３ｅは、表示信号入力部４０２から入力された画像表示情報３０１および黒
表示情報３０４を合成して透過サブピクセル情報３１３を形成する。また、合成部４０５
ｅは、鏡信号入力部４０４から入力された非鏡情報３０２および鏡情報３０５を合成して
鏡サブピクセル情報３１４を形成する。
【０１９６】
　そして、合成部４０３ｅは透過サブピクセル情報３１３を画面制御部４０７ｅに送り、
画面制御部４０７は透過サブピクセル情報３１３にしたがって透過サブピクセル２５４ｅ
を駆動させる。また、合成部４０５ｅは鏡サブピクセル情報３１４を画面制御部４０８ｅ
に送り、画面制御部４０８は鏡サブピクセル情報３１４にしたがって鏡サブピクセル２５
５ｅを駆動させる。
【０１９７】
　なお、図２６に示すように、制御部４０１ｅは合成部４０３ｅ，４０５ｅを有していな
くてもよい。この場合、画面制御部４０７ｅは、表示信号入力部４０２から入力された画
像表示情報３０１および黒表示情報３０４と、処理制御部４１１ｅから入力された透過位
置信号と、にしたがって透過サブピクセル２５４ｅを駆動させる。また、画面制御部４０
８ｅは、鏡信号入力部４０４から入力された非鏡情報３０２および鏡情報３０５と、処理
制御部４１１ｅから入力された鏡位置信号と、にしたがって鏡サブピクセル２５５ｅを駆
動させる。
（第９の実施形態）
　次に、図２７を参照して、本発明の第９の実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に示す構成以外は、第１の実施形態に係る液
晶表示装置と同様に構成されている。図２７は、第１の実施形態における図１に対応し、
同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０１９８】
　この液晶表示装置は、図２０に示した第７の実施形態に係る液晶表示装置と同様に、鏡
サブピクセル２５５ｇは列方向の長さが透過サブピクセル２５４ｇの約２倍である。さら
に、サブピクセル２５４ｇ，２５５ｇの行は、透過サブピクセル２５４ｇ、鏡サブピクセ
ル２５５ｇ、透過サブピクセル２５４ｇの３行を一単位として並べられている。
【０１９９】
　この液晶表示装置では、鏡サブピクセル２５５ｇがパッシブマトリクス方式で制御され
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る。したがって、この液晶表示装置では、鏡サブピクセル２５５ｇにＴＦＴ２５１を設け
る必要がないため、その分、図２０に示した第７の実施形態に係る液晶表示装置よりも鏡
サブピクセル電極２１２ｇを大きくすることができる。これにより、鏡モードにおける鏡
サブピクセル２５５ｇの反射光の量をさらに増大させることができる。
（第１０の実施形態）
　次に、図２８を参照して、本発明の第１０の実施形態に係る液晶表示装置について説明
する。本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に示す構成以外は、第１の実施形態に係る
液晶表示装置と同様に構成されている。図２８は、第１の実施形態における図１に対応し
、同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０２００】
　この液晶表示装置は、第１の実施形態に係る液晶表示装置とは異なり、鏡サブピクセル
２５５ｉがパッシブマトリクス方式で制御される。したがって、この液晶表示装置では、
鏡サブピクセル２５５ｉにＴＦＴ２５１を設ける必要がないため、その分、第１の実施形
態に係る液晶表示装置よりも鏡サブピクセル電極２１２ｉを大きくすることができる。こ
れにより、鏡モードにおける鏡サブピクセル２５５ｉの反射光の量を増大させることがで
きる。
【０２０１】
　なお、この液晶表示装置のように、電極配線２５２ｊがドレイン線２５２ｉに平行に設
けられても、サブピクセル２５４ｉ，２５５ｉを第９の実施形態に係る液晶表示装置と同
様に駆動させることができる。
【０２０２】
　また、図２９に示すように、透過サブピクセル電極２１１ｉおよび鏡サブピクセル電極
２１２ｉの形状を変更することにより、透過サブピクセル２５４ｉと鏡サブピクセル２５
５ｉとが占める領域を変更してもよい。
（第１１の実施形態）
　次に、図３０から図３２を参照して、本発明の第１０の実施形態に係る液晶表示装置に
ついて説明する。本実施形態に係る液晶表示装置は、以下に示す構成以外は、第１の実施
形態に係る液晶表示装置と同様に構成されている。
【０２０３】
　図３０は、本実施形態に係る液晶表示装置の回路の概略構成図である。図３０は、第１
の実施形態における図１に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示している。
【０２０４】
　この液晶表示装置では、透過サブピクセル２５４ｊがＩＰＳ方式で制御され、鏡サブピ
クセル２５５ｊがＥＣＢ方式で制御される。透過サブピクセル２５４ｊには、櫛歯状の透
過サブピクセル電極２１１ｊと、櫛歯状の共通電極２０５ｋと、が設けられている。各共
通電極２０５ｋは、共通電極配線２０５ｋに接続されている。液晶層２０６ｊは、共通電
極２０５ｋと透過サブピクセル電極２１１ｊとの間に電圧が印加されていないときは、基
板９３０，９５０に対して水平な方向に液晶分子が配向している。
【０２０５】
　図３１は、図３０に示した液晶表示装置のＤ－Ｄ’線に沿った断面図である。図３１は
、第１の実施形態における図２に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示している。な
お、図３１中には、共通電極２０５ｋを概念的に示しており、実際の共通電極２０５ｋの
配置は図３１とは異なる。
【０２０６】
　透過サブピクセル２５４ｊにはλ／４板が設けられておらず、下基板２０７の上面に透
過サブピクセル電極２１１ｊおよび共通電極２０５ｋが設けられている。鏡サブピクセル
２５５ｊには、上基板２０３の上面および下基板２０７の下面にはλ／４板が設けられて
いないが、保護膜２０４と共通電極２０５との間に内部λ／４板２０２ｊが設けられてい
る。共通電極２０５の下面は液晶層２０６ｊの厚さ方向の中央に配置されている。
【０２０７】
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　図３２（ａ）はこの液晶表示装置の表示モードにおける光の軌道を示した図である。図
３２は、第１の実施形態における図３に対応し、同一の構成要素は同一の符号で示してい
る。図中の液晶層２０６ｊに示した破線の丸で囲んだ矢印は、偏光板２０１ｊの表面の法
線方向の観察者側から見たときの液晶層の配向軸を示している。
【０２０８】
　この液晶表示装置の表示モードの透過サブピクセル２５４ｊにおいて液晶層２０６ｊに
印加する電圧の絶対値は、透過サブピクセル２５４ｊが電圧無印加状態になる電圧値以上
、すなわち０Ｖ以上、電圧印加状態になる電圧値以下にする。また、表示モードの鏡サブ
ピクセル２５４ｊでは、液晶層２０６ｊには電圧を印加せずに、電圧無印加状態にする。
図３２（ａ）では、一例として、透過サブピクセル２５４ｊが電圧印加状態であるところ
を示している。電圧無印加状態の液晶層２０６ｊの配向軸は紙面と垂直方向であり、透過
サブピクセル２５４ｊの電圧印加状態では、液晶層２０６ｊは偏光板２０９の面内方向に
平行な方向に配向軸が４５度回転する。
【０２０９】
　表示モードにおいて、電圧印加状態の透過サブピクセル２５４ｊにバックライト２１３
から照射された光の軌道を矢印２２２ｊに示す。本実施形態では、電圧印加状態の透過サ
ブピクセル２５４ｊにおける液晶層２０６ｊを透過する光に付与される位相差はλ／２で
ある。液晶層２０６ｊに入射する光の偏光方向と、液晶層２０６ｊの配向軸の角度により
、光の偏光方向が回転する。
【０２１０】
　偏光板２０９を透過した紙面に垂直な偏光方向の直線偏光は、液晶層２０６を透過して
遅相軸が４５度傾いたλ／２の位相差が与えられることにより紙面に平行な偏光方向の直
線偏光となる。この直線偏光は、偏光方向が偏光板２０１の偏光透過軸の向きと一致する
ため、偏光板２０１を透過する。
【０２１１】
　このように、この液晶表示装置の表示モードでは、バックライト２１３から照射され、
透過サブピクセル２５４ｊを透過した透過光を液晶パネル２００ｊの表面から出射させる
ことができる画像表示状態にすることができる。
【０２１２】
　また、表示モードにおいて、電圧無印加状態の鏡サブピクセル２５５ｊに入射した外光
の軌道を矢印２２３ｊに示す。本実施形態では、電圧印加状態の鏡サブピクセル２５５ｊ
における液晶層２０６ｊを透過する光には位相差が付与されない。
【０２１３】
　偏光板２０１を透過した紙面に平行な偏光方向の直線偏光は、内部λ／４板２０２ｊを
透過して右円偏光となり、液晶層２０６ｊに入射する。液晶層２０６ｊに入射した右円偏
光は、鏡サブピクセル電極２１２ｊに反射されて液晶層２０６ｊを往復する際に、電圧が
印加され垂直に配向した液晶層２０６ｊによって位相差が与えられることはないが、鏡サ
ブピクセル電極２１２ｊに反射されることにより極性が反転させられて左円偏光となる。
この左円偏光は、内部λ／４板２０２ｊを透過して紙面に垂直な偏光方向の直線偏光とな
る。この直線偏光は、偏光方向が偏光板２０１の偏光透過軸の向きと９０度異なるため、
偏光板２０１を透過しない。
【０２１４】
　このように、この液晶表示装置の表示モードでは、鏡サブピクセル２５５ｊを電圧印加
状態にすることにより、液晶パネル２００ｊの表面から入射し、鏡サブピクセル電極２１
２ｊに反射された反射光を液晶パネル２００ｊの表面から出射させない非鏡状態にするこ
とができる。
【０２１５】
　以上のように、この液晶表示装置の表示モードでは、表示サブピクセル２５４ｊを画像
表示状態にし、鏡サブピクセル２５５ｊを非鏡状態にすることにより、液晶パネル２００
ｊの表面からは透過サブピクセル２５４ｊの透過光のみが出射され、鏡サブピクセル２５
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５ｊの反射光は出射されない。
【０２１６】
　図３２（ｂ）はこの液晶表示装置の鏡モードにおける光の軌道を示した図である。この
液晶表示装置の鏡モードでは、透過サブピクセル２５４ｊおよび鏡サブピクセル２５５ｊ
を電圧無印加状態にする。
【０２１７】
　鏡モードにおいて、電圧無印加状態の透過サブピクセル２５４ｊにバックライト２１３
から照射された光の軌道を矢印２２１ｊに示す。本実施形態では、電圧無印加状態の透過
サブピクセル２５４ｊにおける液晶層２０６ｊの配向軸と、液晶層２０６ｊに入射する光
２２１ｊの偏光方向とが平行なので、液晶層２０６ｊを透過する光の偏光状態は変化しな
い。
【０２１８】
　偏光板２０９を透過した紙面に垂直な偏光方向の直線偏光は、偏光状態に変更が加えら
れることなく液晶層２０６ｊを透過する。この直線偏光は、偏光方向が偏光板２０１の偏
光透過軸の向きと９０度異なるため、偏光板２０１を透過しない。
【０２１９】
　このように、この液晶表示装置の鏡モードでは、透過サブピクセル２５４ｊを電圧無印
加状態にすることにより、バックライト２１３から照射された光を液晶パネル２００の表
面から出射させない黒表示状態にすることができる。
【０２２０】
　また、鏡モードにおいて、電圧印加状態の鏡サブピクセル２５５ｊに入射した外光の軌
道を矢印２２４ｊに示す。本実施形態では、電圧無印加状態の透過サブピクセル２５４ｊ
における液晶層２０６ｊを透過する光に付与される位相差はλ／４である。
【０２２１】
　偏光板２０１を透過した紙面に平行な向きの直線偏光は、内部λ／４板２０２ｊを透過
して右円偏光となり、液晶層２０６ｊに入射する。液晶層２０６ｊに入射した右円偏光は
、鏡サブピクセル電極２１２ｊに入射する際に、液晶層２０６ｊによってλ／４の位相差
が与えられ直線偏光となっている。この直線偏光は、鏡サブピクセル電極２１２ｊに直線
偏光のまま反射され、液晶層２０６ｊを透過してさらにλ／４の位相差が与えられて右円
偏光となる。この右円偏光は、λ／４板２０２ｊを透過して紙面に平行な偏光方向の直線
偏光となる。この直線偏光は、偏光方向が偏光板２０１の偏光透過軸の向きと一致するた
め、偏光板２０１を透過する。
【０２２２】
　このように、この液晶表示装置の鏡モードでは、鏡サブピクセル２５５ｊを電圧無印加
状態にすることにより、液晶パネル２００ｊの表面から入射し、鏡サブピクセル電極２１
２ｊに反射された反射光を液晶パネル２００ｊの表面から出射させる鏡状態にすることが
できる。
【０２２３】
　以上のように、この液晶表示装置の鏡モードでは、表示サブピクセル２５４ｊを黒表示
状態にし、鏡サブピクセル２５５ｊを鏡状態にすることにより、液晶パネル２００ｊの表
面からは鏡サブピクセル２５５ｊの反射光のみが出射され、透過サブピクセル２５４ｊに
入射したバックライト２１３の照射光は出射されない。
【０２２４】
　なお、この液晶表示装置では、透過サブピクセル２５４ｊは、電圧無印加状態において
バックライト２１３からの照射光を液晶パネル２００ｊの表面から出射させないノーマリ
ブラック駆動であり、鏡サブピクセル２５５ｊは、電圧無印加状態において外光を鏡サブ
ピクセル電極２１２ｊに反射させた反射光を液晶パネル２００ｊの表面から出射させるノ
ーマリホワイト駆動である。すなわち、この液晶表示装置の画面は、電力が供給されてい
ないときには常に鏡状態であるため、この液晶表示装置は、電源オフの状態でも、鏡とし
て使用されることができ、かつ優れた装飾性を発揮することができる。
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【符号の説明】
【０２２５】
２００　液晶パネル
２０１，２０９　偏光板
２０２，２０８　λ／４板
２０３　上基板
２０５　共通電極
２０６　液晶層
２０７　下基板
２１１　透過サブピクセル電極
２１２　鏡サブピクセル電極
２１３　バックライト
２５１　ＴＦＴ
２５２　ドレイン線
２５３　ゲート線
２５４　透過サブピクセル
２５５　鏡サブピクセル
４０１　制御部

【図１】

【図２】

【図３】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种可以在显示模式和镜像模式之间切换的液晶显
示设备，并且可以在显示模式下确保优异的图像质量。解决方案：液晶
显示装置具有液晶面板200和背光213，液晶面板200具有子像素
254,255，背光213构造成用光照射液晶面板200的反面。透射子像素254
可以在其中可以发射照射光的图像显示状态和不发射照射光的黑色显示
状态之间切换，并且镜子像素255可以在可以发射反射光的镜子状态和非
发射的镜子状态之间切换。镜像状态，其中反射光不是独立于透射子像
素254发射的。控制单元允许各个透射子像素254进入图像显示状态或黑
色显示状态，并允许各个镜子像素255进入镜像状态或非 - 镜像状态。 Ž


